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ケアマネ
試験受験者数４万６千人どまり

移
住
介
護
有
資
格
者
に

家
賃
や
子
育
て
費
用
助
成
伊東市

総合事業の対象者

拡大から限定へ一変
全国移動
ネット  厚労省に見直し要望

ア
セ
ッ
サ
ー
講
習
申
込
開
始

シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会

　

シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興

会
は
10
月
23
日
か
ら
11
月
26

日
ま
で
「
令
和
２
年
度
介
護

キ
ャ
リ
ア
段
位
ア
セ
ッ
サ
ー

講
習
」
の
受
講
者
を
受
け
付

け
て
い
る
。
今
回
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
応
と
し
て
、
集
合
講
習
が

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
る
。

　

受
講
期
間
は
12
月
中
旬
か

ら
２
０
２
１
年
２
月
下
旬
ま

で
。
12
月
中
旬
か
ら
テ
キ
ス

ト
に
よ
る
自
主
学
習
を
開
始

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
12

月
23
日
か
ら
２
月
10
日
ま
で

行
わ
れ
る
予
定
。
確
認
テ
ス

ト
は
２
月
15
日
、
16
日
（
い

ず
れ
か
１
日
）に
行
わ
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
、
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
エ
ク
セ
ル

搭
載
、
音
声
の
再
生
が
可
能

な
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
。
費
用

は
２
万
３
２
３
０
円
（
税

込
）。
問
い
合
わ
せ
０
３
・

５
４
０
２
・
４
８
８
２
。

後
期
高
齢
者
負
担
上
げ

さ
ら
な
る
受
診
控
え
に

日
医 

財
務
省
提
言
に
反
論

　

日
本
医
師
会
の
中
川
俊
男

会
長
は
10
月
28
日
の
定
例
記

者
会
見
で
、
財
務
省
の
財
政

制
度
等
審
議
会
が
、
患
者
負

担
割
合
が
現
在
１
割
負
担
の

後
期
高
齢
者
に
つ
い
て
、
可

　

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
を

対
象
に
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
団
体
の
中
間
支
援
組
織

「
全
国
移
動
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
中
根
裕
理
事

長
）
は
10
月
28
日
、
田
村
憲

久
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、

来
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

介
護
保
険
施
行
規
則
の
一
部

改
正
に
対
す
る
緊
急
声
明
を

提
出
し
た
。

　

改
正
省
令
で
は
、
新
た
に

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
対
象
者
と
し
て

認
め
ら
れ
る
の
は
、
要
介
護

に
な
る
前
か
ら
総
合
事
業
の

補
助
に
よ
る
住
民
主
体
の

サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
Ｂ
・
Ｄ
、
通
所
型
サ
ー
ビ

ス
Ｂ
）
を
利
用
し
て
い
た
高

齢
者
の
み
と
限
定
的
と
な
っ

た
。
高
齢
者
を
区
別
せ
ず
に

生
活
の
困
り
ご
と
に
応
え
る

と
い
う
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ

ス
の
趣
旨
と
は
相
入
れ
ず
、

希
望
す
れ
ば
全
て
の
要
介
護

者
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
と
強
く
求
め
て
い
る
。

　

総
合
事
業
の
対
象
者
の
弾

力
化
に
つ
い
て
、
厚
労
省
は

８
月
か
ら
行
っ
た
意
見
募
集

の
段
階
で
従
前
相
当
サ
ー
ビ

ス
を
含
む
全
て
の
総
合
事
業

の
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
と
す
る

こ
と
と
、
要
介
護
者
が
希
望

し
市
町
村
が
認
め
れ
ば
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
し
て

い
た
。
だ
が
、「
総
合
事
業

に
置
き
換
え
る
た
め
の
布
石

で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
反

対
意
見
を
受
け
て
突
如
変

更
。
要
介
護
に
な
る
前
か
ら

総
合
事
業
の
補
助
に
よ
る
住

民
主
体
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
た
人
の
み
と
し
た
。

　

も
と
も
と
総
合
事
業
の
対

象
者
の
弾
力
化
は
市
町
村
か

ら
の
要
請
で
あ
り
、
厚
労
省

は
制
限
の
な
い
案
で
事
業
計

画
策
定
の
基
本
指
針
案
に
も

盛
り
込
ん
で
い
た
。
全
国
移

動
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
対
象

者
を
要
介
護
者
ま
で
拡
大
す

る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い

る
市
町
村
も
複
数
あ
っ
た
と

い
う
。

　

全
国
移
動
ネ
ッ
ト
は
、
総

合
事
業
の
う
ち
住
民
主
体
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
給
付
で

は
提
供
で
き
な
い
多
様
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
実

態
と
し
て
要
介
護
者
も
含
め

て
必
要
な
人
が
利
用
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
総
合
事

業
の
対
象
者
を
拡
大
す
べ
き

と
し
て
い
る
。

　

静
岡
県
伊
東
市
は
こ
の
ほ

ど
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
・

保
育
関
連
の
資
格
者
が
、
同

市
に
移
住
・
Ｕ
タ
ー
ン
し
、

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る

場
合
に
４
種
類
の
助
成
金
を

支
給
す
る
事
業
を
開
始
し

た
。
市
に
よ
る
と
、
資
格
者

の
移
住
を
目
的
と
し
た
総
合

的
な
助
成
金
事
業
は
県
内
で

初
め
て
と
い
う
。

　

今
年
10
月
以
降
に
伊
東
市

に
移
住
・
住
民
登
録
し
、
対

象
の
事
業
所
に
就
業
し
た
人

が
対
象
。
対
象
資
格
は
、
医

師
、
看
護
師
、
保
健
師
、
介

護
福
祉
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
介
護
支
援
専

門
員
な
ど
。
①
奨
学
金
返
済

支
援
②
家
賃
支
援
③
転
居
費

支
援
④
子
育
て
支
援
の
４
種

類
の
助
成
金
を
設
け
る
。

　

①
で
は
、
月
２
万
円
を
上

限
に
最
長
10
年
間
補
助
。
②

後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担

「
早
急
に
原
則
２
割
に
」

健
保
連
な
ど
５
団
体

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
な

ど
医
療
保
険
の
被
用
者
保
険

関
係
５
団
体
は
４
日
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
の
窓
口
負
担

に
つ
い
て
、
低
所
得
者
に
配

慮
し
つ
つ
早
急
に
原
則
２
割

と
す
る
方
向
で
見
直
す
べ
き

と
の
意
見
書
を
田
村
憲
久
厚

労
相
宛
て
に
提
出
し
た
。

　

急
増
す
る
拠
出
金
の
負
担

に
耐
え
切
れ
ず
解
散
を
検
討

す
る
健
保
組
合
が
増
加
す
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
安
定

財
源
を
確
保
し
た
上
で
公
費

負
担
を
拡
充
す
る
な
ど
、
現

役
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る

負
担
構
造
改
革
を
早
急
に
断

行
す
べ
き
と
し
た
。
特
に
後

期
高
齢
者
の
う
ち
現
役
並
み

所
得
者
に
つ
い
て
は
、
公
費

負
担
を
50
％
に
引
き
上
げ
る

べ
き
と
し
て
い
る
。

能
な
限
り
広
範
囲
で
２
割
負

担
を
導
入
す
る
よ
う
提
言
し

た
こ
と
に
反
論
。
同
会
の
考

え
方
を
示
し
た
。

　

年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
患
者

負
担
割
合
が
低
い
仕
組
み
を

見
直
す
べ
き
と
の
財
務
省
の

指
摘
に
対
し
て
は
、
後
期
高

齢
者
は
１
人
当
た
り
医
療
費

が
高
い
た
め
、
年
収
に
占
め

は
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
２
分

の
１
を
、
月
２
万
５
千
円
を

上
限
に
最
長
５
年
間
補
助
。

③
転
居
費
用
も
１
回
に
限
り

30
万
円
を
補
助
し
、
④
中
学

校
卒
業
前
の
子
ど
も
１
人
に

つ
き
月
３
万
円
を
５
年
間
か

中
学
校
卒
業
ま
で
の
期
間
助

成
。
初
年
度
で
８
７
０
万
円

の
予
算
を
確
保
し
て
い
る
。

る
患
者
負
担
の
割
合
は
す
で

に
十
分
高
い
と
指
摘
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
る
受
診
控
え

で
健
康
へ
の
悪
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
中
で
、
さ
ら
な

る
受
診
控
え
を
生
じ
さ
せ
か

ね
な
い
政
策
を
と
る
べ
き
で

は
な
い
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
応
能
負
担
は
、
本

来
は
共
助
で
あ
る
保
険
料

と
、
公
助
で
あ
る
税
金
に
求

め
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
患

者
負
担
に
お
け
る
応
能
負
担

は
「
限
定
的
に
し
か
認
め
ら

れ
な
い
」
と
強
調
し
た
。

20
万
人
で
ピ
ー
ク
。
そ
の
後

は
13
万
〜
14
万
人
台
で
推

移
、
18
年
度
の
第
21
回
に
４

万
人
台
に
急
減
し
た
。
昨
年

度
は
台
風
19
号
の
影
響
に
よ

る
試
験
の
中
止
・
再
試
験
と

異
例
の
事
態
と
な
り
、
受
験

者
数
は
さ
ら
に
減
少
。
今
回

は
昨
年
度
よ
り
は
微
増
と
い

う
結
果
だ
。

　

業
務
量
の
多
さ
や
研
修
の

負
担
の
重
さ
な
ど
か
ら
資
格

取
得
が
敬
遠
さ
れ
た
り
、
ケ

ア
マ
ネ
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
担

い
手
不
足
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
11
日

に
実
施
さ
れ
た
第
23
回
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
の
受
験
者
数
を
４
万
６

４
５
６
人
と
公
表
し
た
。
２

０
１
８
年
度
の
受
験
資
格
の

厳
格
化
に
よ
り
、
受
験
者
数

も
そ
れ
ま
で
の
13
〜
14
万
人

台
か
ら
、４
万
人
台
に
急
落
。

当
初
は
「
一
時
的
な
減
少
」

と
見
る
声
も
あ
っ
た
が
、
３

年
連
続
の
４
万
人
台
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
今
後
こ
の
人

数
が
10
万
人
台
に
増
え
る
こ

と
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

受
験
者
数
は
介
護
保
険
実

施
前
の
１
９
９
８
年
度
が
約
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「大好評！ 体験版を
試してみませんか？」

 ICT化も働き方改革も！
介舟ファミリーで効率アップ！
　～経営者様へ～

自社サービスの収支状況の「見える化」で、経営分析が改善！

　～ケアマネさんへ～
外出先でも、タブレットで操作して作業時間を短縮！

　～職員／管理者さんへ～ 出退勤や有休の申請はもちろん、承認もスマホでOK！

　～サ責さんへ～ ヘルパーの勤務状況の「見える化」で、管理業務が改善！

　

　　


